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（本研究の要旨は昭和31年第45回日本病理学会総会で発表した．）

　血管内皮及び漿膜被蓋細胞は，腔内を覆うという共

通の立場の故か，かなり共通した形状を示すものであ

る．

漿膜被蓋細胞は，古くから研究され，その形状や病

態変化について多くの報告を見るが，一方血管内皮細

胞については，特に大血管のそれについての研究は少

ない．

　しかし，現在我々の教室においては，漿膜被蓋細胞

及び大血管内皮細胞の研究が，着々と進められている

1，11，12，13，20，2謬，26，27，28，29，30，31，32，33，34，47）

　位相差顕微鏡は，Abbeの理論をZemikeが実用化

したものであるが，本装置を使用しての研究発表は，

すでに数多くなされ，Zollinger　50・51・52・53）も「位相差

顕微鏡による細胞学的研究」と題する4編のかなり膨

大な論文を発表している．

　しかし，位相差顕微鏡を用いての血管内皮及び漿膜

被蓋細胞の観察は，未だよくなされていない現状にあ

るので，今回私は当教室の血管内皮細胞及び漿膜被蓋

細胞研究の一環として，位相差顕微鏡による超生体下

を主とする両細胞の検索を行なったので，その所見に

ついて記載する．

実　験　方　法

　実験動物

　使用動物は，主として成熟正常モルモットで，頭部

強打後，頸動脈を切断し，脱血死に至らしめたものを

用いた．

　その他，マウス・家兎・入体材料をも少数用いた．

　実験手技

　1．血管内皮細胞

　死直後，または死後一定時間経過した材料より，門

脈・下大静脈・胸大動脈を，1・5～2cmの長さに切り

とり，附着した血液を封入液または固定液を用いて洗

い，血管内面をカバーグラスの一辺で擦過した．これ

を，あらかじめオブエクトグラス上に滴下した封入液

または固定液中に浮游せしめ，上からカバーグラスで

覆い，軽圧を加えて余分の液を濾紙にて除去してか

ら，上下二言をワゼリンまたは流動パラフィンで封じ

た．なお，両側の開放部より封入液・固定液・染色液

などの注入を行ないつつ観察した．

　2．漿膜被蓋細胞

　開腹後，主として盲腸壁を，そのまま又は封入液あ

るいは固定液を滴下してから，カバーグラスの一辺で

擦過し，以下血管内皮細胞におけると同様にして観察

した．

　これら標本作製時，特に乾燥に注意し，漿膜被蓋細

胞においては血液の附着を避け，敏速なる処置を行な

った．

　レンズは，主として千代田のD・M，B・Hの90倍を

使用したが，適宜D・H，D・：L，　B・M，　B・Lを用いた．

　顕微鏡の筒長を16cmとし，これにオリンパスPM

6を着用し，接眼レンズは，殆んど15倍を用いて観察

した．

　フィルムはミニコピーを使用し，標準現像を行なっ

た後，陽画焼付を行なった．

　　封入液
　食塩0．4％～10％，ブドー糖2％～30％，薦糖0．2

％～30％の各種濃度及びそれらの混合組合わせ液，ま

たそれらに塩化カルシウムを0．01％～0．08％の割合

に追加した液，リンゲル氏液など，約50種以上を用
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いた．

　固定液としては，フォルマリン液（5％～12％）重

クロム酸カリ液（0・6％～8％）Levi氏液，オスミウム

酸液（0．1％～2％）等を用いた．

　染色には，ベーメルのヘマトキシリン，ハィデンハ

ィンの鉄ヘマトキシリン等を用い，また0・2％～0・5％

硝酸銀液による鍍銀を行なった．なお超生体染色とし

て，5万倍ヤーヌス緑B液，中性赤玉を用いた．

　しかし，記載の多くは，5％ブドー糖液，20％ブド

ー糖液，0．88M薦糖液によったものである．

1．血管内皮細胞の観察所見

　1．Blister

　血管内皮細胞を，封入液中に浮游させ，位相差顕微

鏡により超生体下に観察すると，細胞から封入液の中

へ，水泡様の突出，すなわち，Blisterの出現を見る．

　Blisterは，封入直後においては，全く認めないか，

または認めても極く少ないが，時間の経過と共に増大

増加する．

　固定液を作用させたり，放置して死んでしまった細

胞からは，もはや，Blisterは出現しない．しかし，一

10％フォルマリン液で灌流し，固定を行なう時，液の

到達するかしないかの時に，一時的にBlisterの形態

及び発生が，増大増加することがある．

　Blisterは，細胞の表面や裏面には認められない．

常に，互いに結合していた細胞膜の遊離縁から生じ，

現に結合している部からは発生しない．

　Blisterの出i現速度や数量は，低張液において著し

く，5％ブドー糖液の如く等張液においてはやや程度

が弱いが，なお，かなり認められる．しかし，20％ブ1

ドー糖液，0．88M薦糖液などの高張液においてぼ；

一般にずっと出現速度も遅れ，数量も少ない傾向を示

す．

　同一標本内においても，各細胞集団や，各個の分離

細胞において，Blistefの形成は全く同一状態ではな

い．すなわち，ある細胞集団または個々の細胞におい

てば，ゴ速やかにまた数多くのBlistefが認夢られるの

に，他の部分では，それ程でないということがある．

　長期間放置したため，瓶の中にオリを生じた変質し

たと思われるリンゲル氏液を，pH　7．0に近く補正し

て封入してみたところ，甚だしい数と速度をもつて，

Blisterの発生するのを見た．

　Blistefには，細胞壁の一部より，孤立性，分離性

に突出する型のものと，胞体内で段々大きくなり，細

胞壁を全体として押し出して膨大するもの（写真1）

とある．

　孤立性，分離性に突出する型めBIisterは，多く球

状であるが，その他腸詰様，腎臓様の形態をとるもの

などがある．これらが，次から次と新生され遊離して

行くので，視野一面にBlisterを認める場合があり，

また液の流れや新生したBlisterの圧迫で，封入液中

を浮游し移動する．このBlisterの色調は濃淡種：々で

あり，大きさもまた多様である．時にBliste毒中に，

より小なるBlisterを1～2個持っているもの，なお

その娘水泡中により小さなBlister様のものを含むも

のもある．

　細胞壁全体を押し出すBlisterの場合，　Blisterが

大きくなったために，元来遊離している細胞がBlister

外縁で接し合い，あたかもこの部が接合線として見え

る場合（写真1）がある．

　両型のBlister共に，その中によく動く穎粒（その

ために，露出時間を多く要する写真撮影がむつかし

い）を見るこどがある．

　これらの二型は，同一標本内において，同時に観察

され得る．

　2，接合線及び接合法

　血管内皮細胞の接合線は，一般にかなり認めにく

い．しかし，ある程度圧平された状態においては，明

らかな線として認められる．

　接合線は，不定の幅を有し，ごまかい屈曲を示しな

がら連続して走る線である．

　i接合部を細見すると，各内皮細胞は，互いの細胞辺

縁を色々な程度に重ねあわせていることが判る．すな

わち，表面において細胞縁が同一面で接していたり，

軽く舌状に辺縁を遊離させた状態で覆っていたり，そ

の深さが著しく深かったり，またある時は，一方が陥

入レた如く噛みあっていたりするのを見る（第1図）．

第1図　血管内皮細胞の尾根瓦状接合

　　　　　（側面仮構図）

また接合面がかなりゆる．やかな傾斜を示す場合が多

く，上記の如く接合取急が平面的でないのと合せて，

内皮細胞の接合線は判然と見えにくい．またこれらの

ために，焦点を上下に移動することによって，接合画

の上下に，各々の接合線，すなわち二重の接合線を認

める．

　以上の如く，接合線は，明らかに各細胞の接合部を

意味するものであるが，このことは，外力によって細

胞を分離する時，この部において個々に分れることか

らも真実である．



132 高

　　標本を位相差顕微鏡で観察しつつ，io％フォルマリ

　ン液を開放してあるカバーグラスの一辺より注入し，

　他の開放縁より濾紙にて吸い取ると，液の溢流を生

　じ，細胞が固定される．この場合，細胞は全体に軽度

　収縮し，細胞膜や核膜の肥厚を示すが，概して著明な

　変化を示さない．接合線はしかしより明らかな，

　Brightのレンズで見ると，輝いた不定の幅の増加を

　来した線として認めるようになる．これに水を灌流し

　て水洗し，下降アルコールで脱水すると，著明な細胞

　収縮と変形を来す．すなわち，大きさにおいてほぼ％

　大となり，細胞膜，核膜の不整を来し，Brightのレ

　ンズにおいて輝きが増す．胞体内，核内に輝いた網工

　が出現し，今迄認めた雨粒は不明瞭となる．しかし，

　接合線は依然としてより明らかに認め得る．次いでハ

　イデンハインの鉄ヘマトキシリン液を注入し染色する

　と，核や胞体及び各々の網状構造が染め出されると共

　に，接合線に一致して，いわゆるヘマトキシリン線が

　出現する（写真5，6，7，8）

　　10％フォルマリン液固定後，ベ一睡ルのヘマトキシ

　リン液を回流すると，細胞の大きさは一段と小さくな

　るが，アルコールを作用させた程著明ではない．この

　場合も，核や胞体及び各々』の網状構造や頼粒が染め出

　されると共に，接合線に一致してヘマトキシリン線が

　出現する．

　　5％ブドー糖液で封入し，同様に0・2％～0．5％硝

　酸銀液を灌流すると，やはり著明な細胞の収縮及び変

　形が来る．すなわち，Brightのレンズで，細胞膜や

核膜の変形，収縮と共に輝きが増し，厚くなり，核内

　及び胞体内網状構造の出現と共に，今まで認めた色々，

　な穎粒は不腸瞭となるが，接合線はより明白な，幅広

　く輝く線として認められるようになる．硝酸銀液の更

　新を続け，約5～10分後露光を行なうと，核が茶褐色

　に見え始めると共に細胞膜も出現し，遂に接合線に一

　致して銀線が現われるのを認あ得る（写真9，10，11）

　　内皮細胞の接合線は，多く一定の方向に走っていて

　（写真12，13，14）この方向は，当教室の血管小心標

・本によると，血管長軸に従うものである．しかし，胸

　大動脈，下大静脈などにおいて，心臓に近い部分にお

　いては，その傾向はやや乱れる．

　　連絡しあった細胞を，外力を加えて分離させようと

　しても，容易に離れない．すなわち，カバーグラスの

上から，弾性のある物，例えば針などで強く圧迫を加

　えても．，細胞は圧の加わった場所によって，封入液の

1・流れと共に，扁平化を示したり．，一方向への延長を示、

　した・りするけれども，相互の接合線は依然として存在

　し，圧を除くとまたもとの形へ戻る．

野

　しかし標本作製時の外力や，対物鏡をカバーグラス

にぶつけるような強い外力によって，細胞の結合は外

れる．この場合，前述したように．，細胞の接合山蛭よ

り個々に分離するが，未だ充分に離れていないところ

の細胞の連絡部を見ると，あたかも餅を引き伸したか

の如く，一部は離れ，一部はくっついていて，橋を架

したような所見を呈する．この部の細胞縁は菲薄とな

っており，しかもなお接合線を認め得る．

　遊離した細胞の外縁は，平滑な場合も多いが，多少

の不整を示し，侍に歯根状の突出を見る．

　10％クエン酸ナトリウム水溶液を，5％ブドー糖液

で10倍に稀釈した液中に血管を浸し，次いで型の如く

標本を作製してから硝酸銀液の灌流を行なったとこ

ろ，細胞の収縮と共に，各接合恥部において細胞の結

合が外れるのを観察した（写真15，工6）

　またヒスター（稲畑製）を，5％ブドー糖液で20％

に．なるように稀釈した血中に，同様に血管を浸し，次

いで型の如く標本を作製してから⑩0％アルコール灌

流による細胞の収縮状況を求めたところ，各接合線部

において，多くの細胞の結合が外れるのを観察した．

　Stomataと思われろ接合線上の空隙は，認め得なか

ったが，血管内皮細胞の間隙を縫って，肥壷細胞がそ

の下面から表面へ脱出しつつあろが如き所見に接した

（写真17）．

　なお，この間，血管内皮細胞の表面に，膜様物の存

在は認めなかった．

　3．細胞の形態

　内皮細胞は，前記の如く，門脈・下大静脈・胸大動

脈に限って観察したが，各血管部位によって，その形

態に多少の差異を認める．

　すなわち，心臓に近い部分程細胞は長軸と短軸の比

が小となり，末梢に至る程細長を示す．しかし，全般

的にいえば，内皮細胞は，細長紡錘形ないし細長多角

形を示し，しかもその長軸は血管走向にほぼ一致す

る．

　個々の内皮細胞については，その辺縁部は中央に比

し薄くなっており，横断面を想定すると．楕円形を示

し，この最も厚い部に核が存在する．辺縁の菲薄な部

分は必ずしも一様な幅をもたず，割合広いもの，狭い

ものがあり，この一部が前述の不定の重なり合いを示

す部に当る．

　同一血管の同一部位においては，おおよそ内皮細胞

の形態は同型同大であるが，なお多少の不同は認め

る．多核細胞を認めることは少ないが，認めた多核細

胞は通常2核で，その大きさもほぼ正常内皮細胞の2

倍大であった．核がほぼ細胞の中央に存在するため，
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細胞長軸に原形質が多く，短軸方向に少ない．個々に

遊離した内皮細胞の中には，短軸方向の原形質を殆ん

ど欠き，核が直接細胞膜に接しているように見える場

合がある．

　4．胞体内基質の構造

　5％ブドー糖液や，0．88M薦糖液を使用した場合，

普通学体内には格別の構造を示さない基質が満惑れて

いる．しかし，標本作製後，かなり時間を経過した例

では，応々微細な高く淡い線維塩物を認める．これ

は，ミトコツドリアなどに比べてずっと淡く，明らか

に区別できるものであって，特に胞体外縁において認

め易い．固定や染色などによって，網状構造は明らか

となるが（写真13）超生体におけるよりも，その構造

は粗く，また判然としている．

　5．ミトコンドリア

　ミトコンドリアは，Bright．のレンズでば白く，Dark

のレンズでは黒く，共に明らかに認められる．

　生理的食塩水，5％ブドー糖液，リンゲル氏液など

の等張液や，その他低張液においては，烏扇殆んど球

状のミトコンドリアの形態を示すが，標本作製直後に

おいては，短桿状のものを認めることがある．

　高張液，特に0．88M蘇糖液，20％ブドー糖液，4

％～9％食塩水などを使用すると，ミトコンドリアは

多く糸状を呈し，その他に種々の形態を示すものも観

察できる．

　高張液による封入標本でミトコンドリアを観察する

一と，特に長いものは核長に至るが，多くはそれ程迄長

くはない糸状のもので，繊細であり，胞体内にほぼ一

様に散在している．多く細胞長軸に平行し，湖周にお

いては核膜に平行するものが多いが，一方これと無関

係に配列する場合もある．一般に緻密に存在する傾向

を示す．

　時間の経過と共に，長糸状のミトコンドリアは結節

を生じたり，短遇したり，膨化したり，あるいは短噛

したものが融合したりしつつ，遂にはすべてのミトコ

ンドリアは頼粒状のものとなる．穎粒状のミトコンド

リアは実質性の感じのものであるが，これが壁の厚い

中空状あるいは壁の薄い中空状に変化する場合があ

る．また時には，融解した如く，見えなくなる場合も

ある（第2図）．

　オスミウム酸やフォルマリンによる固定では，細胞

の変化と共にミトコン，ドリアも不分明となり，充分な

観’察を果せなかった．

　血管内皮細胞のミトコンドリアは，死後かなり長く

糸状を保つもので，血管内の血液が凝血となっていて

も，なおよく観察ざれ得る．胃潰瘍にて切除した胃を

室温に5時聞放置した例においても，その大網動脈内

皮細胞に，よく糸状のミトコンドリアを観察し得た．

しかも胃潰瘍切除胃の大網動脈内皮細胞のミトコンド

リアは，一般に繊細であり，集団性に緻密に存在する

のが特異であった（写真18）．

　特発性脱疽にて切断を行なった大腿動・静脈の内皮

細胞を観察したが，ミトコンドリアは20％ブドー糖液

の封入において一般に短かく，桿状ないし弧状を示

し，胞体内全体に緻密に存在した．

　6．ゴルジ体

　血管内皮細胞を観察すると，胞体内に，ミトコンド

リアとは異なって，漠然とした淡い領域内に，やや太

い糸状ないし穎粒状物の集団を見ることがある．恐ら

くこれがゴルジ体かと思われるが，毎常観察し得ず，

また判然としない構造であった．

　7．核

　血管内皮細胞の核は，胞体のほぼ中央に，長楕円形

のものとして，明らかに認められる．

　核には，核膜が明らかであり，普通その外形線は滑

らかである．時にこの核膜に一部陥凹を認める．

　0．88M蕪糖液において，核膜は殆んど核の外形を

示すのみの如く薄く見えることが多いが，5％ブドー

糖液や生理的食塩水においては，かなり厚く見える．

　血管の部位によって内皮細胞の形が異なると共に，

また同一血管においても内皮細胞が大小不同を示すと

共に，核もまた大小不同並びに長楕円形から円形に至

る色々な形を認める．すなわち，細長い形の細胞には

それに応じた細長い核であり，長短軸の比の小さい細

胞にはそれに応じた円形に近い核を示す場合が多い．

　　　　　　　　　　　　ノ　核を側面から見ると，両端が鈍円な円板状を示す．

　死や固定によって，核に雛嚢形成が起る（写真14）・

この画廊は，多く長軸に垂直な方向に生ずるが，必ず

しも一定しない．搬襲が形成された場合，核膜と核質

の間に間隙を生ずる場合があり，時に内外二板の核膜

が分離したかのように見える．しかし，この間隙に格

別の構造を認めない．

　核膜の内面には，時に軽度の突出せる像を認め・る

が，死後長時間たった動物より採取した標本におい

て，著明に突出している例を認めた．

　核の内部構造は，0．88M蘇糖液や20％ブドー糖液

の如き高張液を使用した場合，多く均質であり，点く

淡い直垂状濃淡を見ることがあるが，その他は唯核小

体が認められるだけである．5％ブドー糖液などに．お

いては，高張液に比して核小体が認め易い．死後かな

り時間の経過した例や固定したものにおいては，核の

内部に網状の構造を認める．網状構造の著明な例にお
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いては，核小体は多く不明となる．クロマチン結節

は，雲勲状の周辺を示す小体ないし連絡しあったもの

として，生理的食塩水やリンゲル氏液においてより明

らかに認められるが，一般に不鮮明である．一方核小

体は，かなり判然とした外形線を示し，明らかな孤立

した忠魂として認められる．蒸溜水を加えても，核小

体は消失せず，この場合，核小体がなお小なる穎粒よ

りなっているのを認め得た（写真19）また核小体の数

は多く2個ないし1個で，3，4個に至るものは極く

少ない．

　10％フォルマリン液は，固定液としても細胞形態に

与える影響は小であるが，100％アルコールや，0．2％

～2％硝酸銀液などは著しい変形を来し，ために核も，

核膜の肥厚，不整，収縮などを示し，核内に不整網工

の出現を来すと共に，核小体が著明となる（写真14）．

しかし，その網工のために却って核小体が不明となる

場合も多い．

　一般に，観察した内皮細胞は単核であったが，胃潰

蕩で切除した胃大網動脈では，巨大核や変形核と共

に，比較的2核細胞が多く見られ，時に4核のものも

見た（写真20）．

　また特発性脱疽の大腿動・静脈においては，核の小

形化を伴う多核内皮細胞の増加が著しく，17核に至る

ものをも認め，また変形巨大核もよく観察された（写

真21）．　　　　　　　　　　　　　　　」

皿．腸漿膜被蓋細胞の観察所見

　1．Blister

　標本作製後極く初期の観察においては殆んど認めな

いか，または存在しても極く少ない水泡，すなわち

Blis†erの存在を見るが，時間の経過と共に増大増加

する．この傾向は，低張液程著明で，0．88M薦糖液

など高張液において弱い．

　このBlistefには，孤立性，遊離性に細胞縁より浮

游液に突出するものと，細胞膜をかぶったままで大き

くなる型とがあり，共に同一標本内で観察可能である

（写真2，3）

　Blisterは，細胞が相互に接合していた遊離辺縁か

ら発生するが，漿膜被蓋細胞においては，時にカバー

グラスと細胞との間に一面にわたって，または接合線

部上に一致してBlisterの存在を見ることがある（写

真4）．

　2．接合線及び接合法

　漿膜被蓋細胞の連続した膜片を見ると，不正多核形

に区切る連絡しあった線を認め得る．これが接合線で

あり，容易に明視し得るものである．

野

　漿膜被蓋細胞の接合線は，血管内皮細胞に比べて，

はるかによく認められるものであるが，一般には20％

ブドー糖液や0．88M蘇糖液などの高張液よりも，5

％ブドー糖液の如く，等張液において明確である（写

真22，23）しかも，固定液を作用させると，より明

確に，また硬い感じの，やや幅広い線として見えるよ

うになる（写真24）．

　被蓋細胞の接合は，やはり面をもってしているが，

その面は狭くまた殆んど垂直に近い．しかも，細胞辺

縁を舌状に重ねるということはなく，1接合線部におい

て劃然と区別される．しかし，時にこの接合部の傾斜

がゆるい場合は，やはり上下二本の接合線を明視でき

る（写真22）．この場合，焦点を上下して見ると，表

面の接合線は明確な線であり，底部の線は淡く不鮮明

である．

　接合線の交点または線上に，往々円形ないし楕円形

の空隙を見る．この部には，何ら構造を見ず，辺縁

は，接合線と同じに見える．

　外力によって細胞が分離しかかった部を見ると，胞

体が薄くひき伸ばされ，部分的になお接合し，部分的

には分離して，あたかも薄膜の橋を架した如く見え

る．この間隙と，上記接合線の交点または線上の間隙

とは，一見異なっておる．すなわち，分離しかかつて

いる方の間隙は，その部の胞体が甚だしく菲薄であ

り，不整の形の間隙が数多く存在するが，他方は，接

合線が通常の如く明らかに見えながら，その線上また

は交点に，同様の線に囲まれた間隙が存するものであ

る．

　3．細胞の形態

　腸漿膜被蓋細胞の外形は，不正多角形で，やや一方

に長い形を示し，辺縁はほぼ直線的である．扁平粗塗

な形態を示し，核の存在部が最：も厚く，互いの接合部

が一番薄い．細胞の表面は，殆んど凹凸のない平坦な

面を示し，時にその表面に，微細な短い繊毛を，多く

見ることがある（写真25）．

　分離した細胞の外縁は，必ずしも滑らかでなく，不

整の短い突出を見ることが多いけれども，滑らかな細

胞膜として認める場合もある．分離しかかつている部

においては，ために不規則な外形線を示す．

　4，胞体内基質の構造

　超生体下の漿膜被蓋細胞を位相差顕微鏡で観察する

1と，胞体内の基質は均質であり，格別の微細構造は見

えない．しかし，標本作製後鼠輩の経過した例におい

て，ミトコンドリアに比べてずっと微細な，極く淡い

コントラストをもつた線維状構造物を見る．これは細

胞の比較的辺縁において認め易い．



内皮，漿膜被蓋細胞 135

　10％フォルマリン液では必ずしも著明でないが，70

％～100％アルコール，0・2％～0．5％硝酸銀液，ヘマ

トキシリンなどの注入によって，基質内に微細な網状

線維状構造を認めるに至る．しかし，これは超生体下

に認めるものよりも鮮明であり，目が粗く，硬い感じ

を与えるもので，かなり異なって見える．

　5．ミトコンドリア

　腸漿膜被蓋細胞のミトコンドリアは，位相差顕微鏡

上，容易に認められる．

　0．88M蕪糖液，20％ブドー糖液，9％食塩水の如

く，高張溶液において封入した標本では，長糸状のも

のとして，細屈曲を有して見える．この場合，20％ブ

ドー糖液で封入した方が，0．88M薦糖液で封入した

ものよりも，やや太く見える．高張液封入標本で，ミ

トコンドリアの時間的変化関係を見ると，その多く

が，部分的な結節形成，息切，穎粒状化，膨化，中空

球状化，融解，融合などの形式（第2図）を示し，室

温で，照明による過熱を最小限として観察すると，約

30分後において，その殆んどが，穎粒状または中空球

状を示すに至る（写真26，27，28，29）この間，ミト

コンドリアにはゆるい運動を認めるが，著明ではな

い．しかしまた，小桿状または頼粒状ミトコンドリア

が，ブラウン運動様に活機に動くのを認めることがあ

る．このことは，時間の経過した標本において認め易

く，また胞体がこわれて封入敵中へ遊出したミトコン

ドリアについても同様である．

　生理的食塩水，5％ブドー糖液，リンゲル氏液など

においては，ミトコンドリアは殆んど穎粒状ないし中

空球状を示す．しかし，標本作製直後においては，な

お糸状ないし桿状のミトコンドリアを少数ながら観察

する場合がある．ごの場合に．おいては，しかし速やか

に一般の穎粒状ミトコンドリアに変形してしまう．

　なお，これらの逆の方向への変化は認められなかっ

た．

　5万倍ヤーヌス緑B液を注入すると，これらのミト

コンドリアは染色される．

　10％フォルマリン液を盲腸壁に滴下し，直ちにこれ

を型の如く擦過して，同様10％フォルマリン液で封入

すると，糸状のミトコンドリアを認め得る（写真24）

が，多少とも再論の傾向を示す．

　0．2％～2％オスミウム酸液を，同様に開腹直後の盲

腸壁に滴下し，型の如く擦過し，自動で封入すると，

糸状のミトコンドリアを観察できる（写真30）．オスミ

ウム酸固定によるミトコンドリアは，0．88M薦糖液

封入の場合や，10％フォルマリン液固定の場合より

も，やや太く見える．

　70％～100％アルコールや，0．2％～0．5％硝酸銀液

を灌流すると，細胞の形態の収縮変形，胞体内構造の

明確化ないし芝生が著しく，Brightのレンズで見る

と輝いて見えて，ミトコンドリアが球状に変形するの

と共に判別しにくくなる．

　以上のことは，死後早期において，しかも開腹直後

に処置をなし，特に血液の附着や乾燥を避けて作った

場合であって，死後時間の経過した例は，最高室温4

時間迄が限度と思われ，それ以上経過して採取した標

本では，糸状のミトコンドリアの像は認めがたく，多

く穎粒状ないし中空球状を示す．乾燥したり，血液の

附着したものも同様である．

　6．ゴルジ体

　胞体内に，核に接したり少しく離れた部に，Dark

のレンズで，やや暗い領域を認め，この中にミトコン

ドリアよりも暗い，糸状ないし頼粒状物の集団を観察

したが，ゴルジ体と認定できる程明確な存在でなく，

また毎常明視するものでもなかった．

　7．核

　0．88M庶糖液，20％ブドー糖液等においては，核

の内部は殆んど全く均質であり，時に核小体を認め

る．この場合，核膜は，ただ核の外形線のみを示すも

のとして認められる．生理的食塩水，5％ブドー糖液

等においては，核膜は明らかであり，時に二重線とし

て見える．

　核の形は，円形ないし楕円形であって，胞体のほぼ

中央に存在する．各細胞によって，大小不動は多少あ

るが，著明でない．

　殆んどの細胞は単核であるが，亡く稀に2核のもの

を見た．

　核の内部には，核小体を認める．核小体はかなり判

然とした穎粒で，5％ブドー糖液封入例や，10％フォ

ルマリン液固定例などで明瞭である．核小体の外形線

は，比較的滑らかで，多く球状を示すが，時に幾分鈍

円ないし多角形を示す．その数は多くの場合，3ない

し4個を認めた．

　5％ブドー糖液，生理的食塩水，リンゲル氏液封入

例では，クロマチン結節を認め易い．これは核小体よ

りも淡く，不分明な外形線を示し，時に雲適状の連絡

を認める．ζの数は不定で，盛んど認められぬものか

ら，かなり著明に認められるものまである．蒸溜水や

温湯の注入により，その存在は不分明となる．死後，

時間の経過した例において，特に生理的食塩水で封入

した例に多く，核内に網工の存在を見る．これはかな

り繊細であるが判然としたもので，固定や染色時に認

めるものと大差がない．
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　死後長時間たった動物より採取した標本や固定液を

作用させた例では，核に周密形成を見る．ただし，10

％フォルマリン液は．核の収縮，核膜の明瞭化を来す

けれども，一般に著明な変化を与えることが少ない．

オスミウム酸固定によっても鍼襲形成があり，この搬

嚢は，核膜が核内部の収縮によって，拡がりに余裕が

できたためのもののように見えた．

　硝酸銀溶液を灌流すると，核は収縮し，核膜は肥厚

し，，核内に不整の網状構i造が出現して｛Brightのレン

ズではすべてが輝いて見える．

　70％～100％アルコールでは，核の収縮は著しく，

やはり核膜の肥厚及び核内不整張工の出現があって，

内部が不分明となる．

　核小体やクロマチン結節は．0．2％～0．5％硝酸銀

液，70％～100％アルコール，3％～6％重クロム酸カ

リ液などを灌流すると，一般に生ずる不整理工のため

に不分明となる場合が多い．

考 按

　1Blister

　　a．血管内皮細胞

　超生無下に細胞を観察する時，Blisterの出現する

ことは，Zollinger以下多くの入の認めるところであ

り，Zollinger　50）はその論文の中において，　Blisterの

発生型を，禰漫性型と局在型に分けた．すなわち，濁

漫性型とは，細胞膜と原形質の間で生長して行く型で

あり，局在型とはBlisterが細胞膜を押’し出して突出

して行く型である．その両者は，共に同一標本中に認

め得るもので，本質的な差はないとした．その大きさ

も大小不同であり，色調も濃淡種々であり，時に娘水

泡を持つことなどを示している．これらの所見は，私

の血管内皮細胞観察においても同様に認められた．

　Sinapius　38）は，血管内皮細胞におけるBlisterの

問題を論じているが，その中で，血管内皮細胞におい

ても，多くZollingerの所見の正『しいことを示してい

る．Linzbach　19）は，　Blisterは細胞表面に存する

hyaloplasmatische　Deckplattenより生ずとしたが，

Sinapiusは細胞の表面からB五istefの出現はなく，

内皮細胞の機械的に引き離された縁より生ずるものと

断じ，またこの点かちもDeckplatteの存在を肯定し

ていない．

　私の観察の結果もSinapiusの報告に一致する所見

であり，血管内皮細胞のBユisterは，細胞の表面から

でなく，機械的に引き離された遊離外縁からのみ生ず

るごとを認めた．なお，Deckplatteと思われるもの

は認め得なかった．

も

野

　その発生状況は，高張液において遅れまた数も少な

く，等及び低張液において速やかでまた数も多い．そ

の色調も濃淡種々，大きさも不同で，中に娘水泡の存

在するもの，穎粒の存在するものをも認めた・形態に

ついても，多くは球状であるが，腎臓形，腸詰様のも

のも認めた．細胞に固定液を作用させると，Blisterの

出現が停止することは，Blisterの出現には，細胞が

なお生きていることが必要であることを示すもので，

之らはZollingerも述べているところである．変質し

たと思われる・リンゲル氏液で封入した場合，Blister・の

形成が著明であったことは，細胞が死に至らず，しか

も環境が非生理的で障害的であることが，Blister形成

及び促進に有意義のものと思われる．

　　b．漿膜被蓋細胞

　この項についても，Zollingerの示した所見に一致

するものであったが，たまたま，細胞とカバーグラス

の間に，一面にまたは接合線部に一致してBlisterの

出現するのを認めた（写真4）この事実は，Blisterが

細胞表面においても発生することを示す例とも考え．ら，

れるが，一方Blister発現の殆んどが，細胞遊離外縁

より生ずるものであって，カバーグラスとの間に発生

するものは例外的である故をもつて，私は，顕微鏡上

明視し得ない接合線の分離があって，その部から発生

したBlisterが集まって，このような像を示したもの

と判断した．

　なお，不定の膜状の甚だしく認めにくい構造を時々

観察したが，これと被蓋細胞との関係は認められず，

またこの膜様物よりのBlister形成もなく，いわゆる

Deckplatteとは考えられなかった．

　　c．両細胞間の差異

　Blister形成に．関しての両細胞間の差異は殆んどな

い．

　しかし，漿膜被蓋細胞において，細胞とカバーグラ

スの間にBlisterが形成されている像を認めたこと

は，特異な点であった．

　2．接合線及び接合法

　　a．血管内皮細胞

　血管内皮細胞の接合線は，一般に甚だ認めにくく，

また認めても，同一焦点で視野全体の接合線を同時に

観察することは仲々むつかしい．このことは，細胞膜

片がかなり圧平された場合，出る程度解消する性質の

ものであるが，一方，血管内皮細胞の形態や接合の方

法によるものである．

　すなわち，血管内皮細胞が比較的横軸に比して厚い

こと，またそれらが拡がった形よりも円柱状になり易

いこと，及び各接合部が種4の程度に重なりあってい
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ることに原因する．この重なりは，いわゆる屋根瓦状

であって，ある場合には，接合線上に両細胞縁が同一

面で接していることもあるが，一方の細胞縁が軽く他

細胞の上へ覆いかぶさっていたり，それが舌状に辺縁

を遊離させていたり，その程度が甚だしく深かったり

するものである．このため，接合面は斜走し，ために

上下二本の接合線をも認めることとなる．当教室にお

いて，血管内皮細胞観察のため，血管小皮標本による

研究を行なっているが32），この場合，明らかな二重

接合線を認める．前記の内皮細胞結合状は，この二重

接合線の理解を容易にするものである．

　接合線は，外力によって細胞を分離させる時，この

部から各細胞に分離するので，明らかに各細胞の接し

あった部といえる．しかし，血管内皮細胞に．ついて，

Sinapius　37）とLinzbach　18）は，大動脈内皮細胞の所

見から，内皮細胞は一層の融合しあった無境界性の薄

膜であり，銀粒子の好んで沈着する接合線は，内皮細

胞の表面を被覆するhyaloplasma様物質（DeckPlatte）

の中にあるといっている．このことは，しかし私が位

相差顕微鏡により接合線を観察しうっ鍍銀を行なった

場合，認めていた接合線に一致して銀の沈着を見るこ

とからこれを否定する．また，ヘマトキシリン線につ

いても全く同様で，細胞接合部に認める接合線を示す

ものに他ならない．しかして，：KollosOw　17）が最初に

示したhyaloPlasma様のDeckplatteと思われる像

は認め得なかった．

　外力による細胞間の分離状を見ると，その程度が著

しくない場合，あたかもくっついていた餅を引きはな

したかの如く，部分的に分離した部を生じ，なお連絡

している部分は薄く膜状に引き伸ばされて橋状となっ

ている．すなわち，接合部にはかなり粘着性の物質が

あり，それによって各細胞が接合しているものの如く

見える．瀾雨性型のBlistefが大きくなって，互いに

接しあうと，あたかも元来接合しあっている細胞間の

接合線の如き像を示す．このことは，細胞膜になお存

在する接合物質によるものとも思われるが，一方，内

圧によって緊張しあった細胞膜が接しあえば生ずるも

のとも考えられ，おそらく，接合線は，接合物質を観

察するものではない．

　Coman　5）は，癌細胞の接合力が弱いのは，そのカ

ルシウム含有が低下していることに関係があるようだ

とし，Zeidman　49）は，上皮細胞相互の粘着性物質に

対して，各種溶液にひた・した細胞の結合力を測定し，

カルシウムまたはマグネシウムまたは両者の欠乏によ

ってその結合力が低下することを示した．私は，強い

細胞収縮を来す1100％アルコールや，2％硝酸銀液を

作用させて，各細胞相互の結合力を調べたが，カルシ

ウムを結合すると思われるクエン酸ソーダや，ヒスタ

ミン溶液にひたした場合，その結合：力の減退するのを

認めた．

　太田33・34）は血管内皮細胞において，Stomataは恐

らく開閉自在のものとして存し，機能的に存在するも

のであろうと述べている．私の観察からも，明らかな

Stomataを認めたことはなく，また前記の分離しかか

った接合部の間隙も，Stomataとは認められない．し

かし，間隙を認めない内皮細胞の連続した紙片におい

て，内皮細胞の間より肥畔細胞が，裏面より表面へ顔

を出している像を見ることは，太田のこの言を証する

ものといえよう．

　位相差顕微鏡上，胞体内は無構造に見える故もあっ

てか，接合線を越えて両細胞聞に連絡しあう物質は認

めなかった．

　10％フォルマリン液，70％～100％アルコール，0。1

％～2％硝酸銀液を灌流した場合，接合線が明確化す

ることを認めたが，これもZollingerその他の示すと

ころに一致する．，　＾

　　b．漿膜被蓋細胞

　漿膜被蓋細胞の接合線は，容易に認められるもの

で，このことは，細胞が扁平菲薄な形をもつているこ

と，接合面が殆んど垂直に近いこと，及び接合面部で

細胞の表面が平坦であるためと思われる．しかし，太

田29），吉田4？）も示す如く，接合面がかなりゆるい傾

斜を示し，ために上下二本の接合線を認めることがあ

る．

　鍍銀法による銀線や，ヘマトキシリン線と位相差顕

微鏡上の接合線は一致するし，この接合線は，細胞の

境界を示すものである．

　漿膜被蓋細胞にStomataの存在することは，佐藤

35）なども示すところであるが，私もStomataと思わ

れる間隙を，接合線上に認め得た．
　　　　　　　　　　　　　ぐ救㍉謂．」
　連絡した細胞の膜片を引きはなすと，まだ細胞結合

が離れさらない部において，小間隙を有する品薄とな

った部を生じ，やはり細胞相互が，粘着性の物質によ

って接合しあっているものの如く思われる．

　　c．両細胞間の差異

　血管内皮細胞は細長でありザしかも円柱状に．なろう

とする傾きがあるためと，各細胞の接合部において色

々な程度に辺縁を重ねあわせているために，i接合線が

認めにくい．一方，漿膜被蓋細胞は扁平非薄であり，

接合面の傾斜も急であり，また接合部において辺縁を

重ねあわせる傾向もないため，よくi接合線を観察でき

る．
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　3．細胞の形態

　　a．血管内皮細胞

　Ko110SOW　17），太田・斎藤31）の示す如く，血管内皮

細胞の形態は，長蛇円形ないレ長不正多角形を示して

いる．しかも，太田・斎藤の如く，心臓に近づくに従

って正方形ないし円形に近づくことを認めた．

　　b．漿膜被蓋細胞

　：Kbllosow　17），有馬1））須藤39）の記載せる如く．漿

膜被蓋細胞は不正多角形を示すものである．その大き

さもほぼ同大であるが，多少の不同は認めた．

　漿膜被蓋細胞の表面に，繊毛の存することのある

は，：Kollosowがオスミウム固定による家兎，モルモ

ット胎児の肺胸膜に認めたところであるが，佐藤35）は

これを認めなかったという．

　私は，主として盲腸の漿膜被蓋細胞を観察したが，

モルモット及びマウスにおいて，時にこの繊毛が緻密

仁存在するのを認めた．

　　c．両細胞間の差異

　血管内皮細胞は，長楕円ないし長不正多角形である

が，漿膜被蓋細胞はずっと大きく，不正多角形を示

す．

　繊毛の存在は，稀に漿膜細胞に認められるが，血管

内皮細胞には全く認めない．

　4．胞体内基質の構造

　　a．血管内皮細胞

　乞011inger　51）によると，胞体内基質は，生きている

細胞においては無構造であるが，細胞が死んだり死に

かけているものにおいては，繊細な構造が現われるこ

とを示している．花岡9）も形質細胞において，標本作

製後1時間の変性過程において，特に菲薄な辺縁部

に，明瞭に微細線維状あるいは網状構造の観察し得る

ことを示した．私の所見においても，通常超生体下に

観察すれば，胞体内基質は無構造であり，標本作製

後，かなり時間のたった例では，微細な極く淡い線維

呼物を認めた．これは，ミトコンドリプに比し，はる

かに淡くまた不鮮明である．固定，染色によって認め

る網状構造は，その構造が粗らく，硬い感じを有す

る．

　　b。漿膜被蓋細胞

　扁平菲薄な形愈的性質から，漿膜被蓋細胞において

は，標本作製後時間の経過した例において，よく繊細

な構造を認めた．これは，特に花岡のいう如く，細胞

の辺縁部に認め易い．

　　c．両細胞間め差異

　漿膜被蓋細胞が扁平菲薄であることのために，胞体

内基質の構造を，比較的観察し易い点が，血管内皮細

野

胞と異なる．

　5．ミトコンドリア

　　a．血管内皮細胞

　ミトコンドリアの形態に関しては，例えば伊東15）の

記載の如く，一般には休止せる状態または安定せる状

態において糸状であり，活動状態または不安定な状態

においては穎粒状であるといわれる．すなわち，生活

細胞において変形することを示し，関36）も，糸状，

桿状，連珠状，穎粒状などのミトコンドリアが，多少

膨れたり，膨れたものが元の形へ戻ったりすることが

あると記載している．

　さて，位相差顕微鏡によるミトコンドリアの観察

は，種々な細胞においてすでに多くなされているが

7・41・46・51）血管内皮細胞（及び漿膜被蓋細胞）について

は，未だその報告を見ないと思われる．

　歯種細胞のミトコンドリアの所見によると，胞体内

の最も鮮明な構造物として認められ，その形態は糸状

から球状に．至る種々のものを示すが，この変化は，封

入液の種類，温度，時間などの変化によって出現する

としている．すなわち，等張液においては，殆んど球

状を示すが，0．88M蕪糖液の如く，高張液において

はよく糸状を示すこと，時間がたつと変形し，温度が

高まると変化速度が進むことを記載している．またこ

の変形は，土屋44）や安永46）が述べている如く，縮

小，膨化，断裂，消失，空酸化，環状化，光沢の増

減，小滴状，数珠状などの諸型が示されている．

　ところで，佐藤35）は，Altmann・Schridde氏法及び

Ciaccio氏法を用いて血管内皮細胞を観察したが，そ

のミトコンドリアは細面粒状であり，核膜周辺に多い

とした．

　私は位相差顕微鏡上，生理的食塩水や5％ブドー糖

液の如く等張液においては，その殆んどが穎粒状であ

り，極く初期に，まれに糸状のものを観察したが，そ

れも短時間中に頼粒状となるのを認めた，一方，0．88M

蘇糖液や20％ブドー糖液の如く高張液を使用すると，

よく糸状のものが見られ，しかも長時間観察し得た叡ノ

　時間の経過についての変形は，糸状のものが結節形

成，短慮，穎粒状化，膨化，中空球状化，融解，融合

などを示したが，逆に球状，穎粒状のものから糸状へ

の変化は認めなかった．培養細胞においていざ知ら

ず4），超生体下においては，糸状より球状への変化は

普通であるが，その逆はないものと思われる．しか

し，焦点を上下することにより，桿状または穎粒状と

思われたものが，互いに連絡しあっていて，思いの他

長い糸状のものであることを認めることがよくあるの

で，観察には注意を要する．また写真撮影にも困惑を
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来らしめる．

　ミトコンドリアの存在部は必ずしも一定せず，胞体

内に散在し，多くは細胞長軸に平行する傾きがあり，

核周においては，核膜に並列するものが多かった．

　　b．漿膜被蓋細胞

　当教室の今泉13）は，腸間膜被蓋細胞を，オスミウ

ム酸で固定し，各種の染色を行なってミトコンドリア

を観察したが，これによると，漿膜被蓋細胞のミトコ

ンー hリアは大多数が糸状であり，桿状及び穎粒状のも

のを僅かに認めたという．またその存在部位は胞体内

にほぼ一様に散在し，また核周においては核膜に平行

して存在したことを示している．一方佐藤35）は入屍

においては，死後変化または病的影響として消失して

いて証明し得ぬことが多いが，家兎，モルモットにお

いては球状頼粒状で，胞体内に禰漫性に存在したと記

している．

　私の位相差顕微鏡による所見では，高張液におい

て，今泉の示す如く糸状のミトコンドリアを認め，そ

れが胞体内にほぼ一様に散布されており，胞体縁にお

いてやや稀薄であった．その走行も一様でなく，唯遠

回においては，核膜に並行する場合が多かった．時間

による変形過程は，血管内皮細胞に記した如くであ

り，長時間経過すれば，すべてのミトコンドリアは球

状化した．また，等ないし低張液で封入した場合は，

その殆んどが球状を示した，

　腸管は内容物のため死後腐敗が早く起る故か，その

漿膜被蓋細胞はかなり早く変化を来すため，室温放置

において最高2ないし4時閲迄が限度で，できるだけ

早く観察すべきである．しかも，乾燥や血液の附着例

は満足な結果を求め難い．この点，佐藤が入屍におい

て証明し得なかったことも理解できる．

　これらの所見より，ミトコンドリアの正常形は糸状

のものと思われる．

　高張液封入例の中，20％ブドー糖液と，0．88M蘇

糖液による封入の場合，そのミトコンドリアを比較す

ると，20％ブドー糖液の方がやや太く認められた．

　10％フォルマリン液が，ミトコンドリアの原形をよ

く保つことは，水平21）や伊東15）も示すところである

が，私も10％フォルマリン液を盲腸壁に滴下して固定

を行なった後擦過し，作った標本において糸状のミト

コンドリアを観察し得たが，心切の傾きが多分に認め

られた．しかし，高張液にて封入した後，10％フォル

マリン液を灌流した例では，所期の目的を達しなかっ

た．このことは，新鮮な細胞に，できるだけ速やかな

固定を行なうことが必要なので，灌右回においては，

液の稀釈と共に，徐々に固定が進行するためと考えら

れる，

　0．2％～2％のオスミウム酸液を，フォルマリン液と

同様に，盲腸壁滴下後採取した標本では，ぎれいな糸

状のミトコンドリアを認め得たが，オスミウム血液封

入のまま・カバーグラス②周辺を封じてぢくと過固定

のたあ，ミトコンドリアは破壊するに至った．

第2図　ミトコンドリアの変形過程図
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　　c　両細胞間の差異

　血管内皮細胞においては，桿状を示すもの多く，繊

細緻密に存在する傾向を示し，多く細胞長軸に並行す

るものであるが，漿膜被蓋細胞においては，長く糸状

を呈し，やや太くして，さほど緻密でなかつπし，そ

の走行も一定の方向を示さなかった．

　しかし，0・88M蘇糖液，2P％ブドー糖液など高張

液において糸状を示し，生理的食塩水及び5％ブドー

糖液，リンゲル氏液などで球状を示すこと，また時間

経過によって結節形成，短切，顯粒状化，膨化，中空

球状化，融解，融合などを示すことは同様であった．

　血管内皮細胞は，内面を露出さえしなければ，たと

え凝血が中に存在しても，血管を室内に露出していて

も，案外長くミトコンドリアの原形を示し，4時間例

においてもかなり満足できる所見に接し得るが，漿膜

被蓋細胞は，腸内容の故か，死後比較的早く原形を失

い，2ないし4時間でも早や所期の目的は達せられな

い．しかも，開腹すれば，速やかに変形し，しかも，

血管内皮細胞と異なって，血液の附着が，ミトコンド

リアの原形を保つ上に障害的である．

　10％フォルマリン液，0．2％～2％オスミウム酸液を

滴下してから，擦過標本を作製すると，漿膜被蓋細胞

ではきれいに標本が作られ，また糸状のミトコンドリ

アが認められるが，血管内皮細胞では，変性し認めに

くくなる．このことは，血管中にある血液が多分にそ

の結果に影響を与えるものと思われる．

　6，ゴルジ体



140 高

　　a．血管内皮細胞

　各種細胞のゴルジ体を，位相差顕微鏡的に観察した

報告は多く見るところである．すなわち，洒田24）は

犬と鼠の脊髄神経細胞で，飯沼10），高木・西田40）は

メダカ肝細胞で，北田16）は廿日鼠膵細胞での報告等

々を見るが，多くD・MまたはD・しのレンズで観察

し，ミトコンドリアよりも暗く，区別できるものとし

て認め得ることを記載している，花岡8）は，マウスの

形質細胞でゴルジ体を観察し，内外周体を区別した

が，その前転の中で，現在，位相差顕微鏡で無染色の

ゴルジ体を認めることは，ほぼ諸家の一致するところ

であるが，しかしMoussa　23）は観察困難iとし，Beams

2）は，精細胞では厚いので詳細な写真を示すことは難

しいとしたこと，またBessis　3）は，血球では認め得

なかったとしたことを記している．Zollinger　51）も，

その論文の中でゴルジ体は認め得なかったことを記し

ている．

　血管内皮細胞においては，ゴルジ体の所見発表に未

だ接せず，私が観察したところでは，明らかな構造物

として区別して認め得なかった．ただ，Dafkのレン

ズにおいて，やや暗い領域と，軽度の集団性を有する

糸状ないし穎粒状のものをそれと認めたが，その発現

率も，発現部位も不定であり，ゴルジ体と確認できな

かった．

　　b．漿膜被蓋細胞

　今泉12）によると，腸間膜被蓋細胞において，ゴル

ジ体を，鍍銀法及びオスミウム固定により，中性赤，

ライトグリューン，SFエロウィシュ染色を：施して観

察し，その所見として，平常時において一定の形を有

せず，網エ，輪状，螺旋，連鎖，唖鈴，球，混合の七

型に大別できるとし，なお存在部位としては，核に接

し，または少し離れて存在することを認めた．

　私は，盲腸の漿膜被蓋細胞を観察して，Darkのレ

ンズで，時に核附近また，は核に接した部に暗い領域

と，その中に集団性をもつ穎粒ないし糸状物をそれと

判断したが，ミトコンドリア及びその変形過程のもの

などと区別がつき難く，ゴルジ体として確認できなか

った．

　このことは，今泉の示す如く，場所及び形態の不定

によって，観察し難いものなのであろう．

　　c．両細胞間の差異

　共に，ゴルジ体らしき暗い領域を認めることもある

が，確認できない．

　7．核

　　a．血管内皮細胞

　核の形態は，Kollosow　17），佐藤鋤なども示す如

野

く，長楕円形であったが，細胞の形態に準じて，心臓

に近い血管内皮細胞においては円形に近づくもので，

また円板状に扁平である，また時に核の一部に陥凹を

示すものを見る．

　核膜は，外側は平滑な線を示し，内側は平滑な場合

も多いが，よく見ると不定の突出を見，それがかなり

高度な場合がある．

　核膜に臨画を形成することは，死後長時間たった動

物より採取した場合や，標本作製後かなり時間のたっ

た場合などに認め易いものであるが，これは，核質の

濃縮による核膜の拡がりに余裕を生じたための如く見

える．この蘭留形成のために，核膜が内外二面に分離

している像を認める．核膜が内外二板からなっている

ことは，浜崎6）の示すところであり，この間隙に網状

構造を認めることも記しているが，私は格別の構造を

二板間に認めなかった．

　核膜が，細胞の死や固定液の作用で明らかに認め易

くなることは，・水平22）やZollingerも認めるところ

で，私もその所見を得た．

　生の細胞核が，位相差顕微鏡上均質に見えること

は，Zollinger行1）も示すところであり，武田42）も，生

の正常細胞の休止核は，位相差顕微鏡上，核小体以外

には殆んど無構造に近いと述べ，またThomson　43》

は，蕪糖液の如き，非電解質溶媒中では常に核構造が

均質となるとしている．私も，高張及び等張の薦糖及

びブドー糖液中では，核内の構造が均質性を示し，特

に高張液においてはその傾きが強いのを認めた．

　核内に微細な構造を見ることは，位相差顯粒鏡上，

標本作製後時間のかなり経過したものに多く，固定液

を作用させた細胞や，死んだ細胞の核においては，よ

り判然とする．ただ固定液を作用したり，死んでしま

った細胞の核内に現われる構造は，繊細でありながら

硬い感じのものであり，またはっきりしている．この

所見もまた，Zollinger　51》の示すところでもある．核

小体は，Karyosomと区別しに．くいが，核小体の方が

はっきりとした外形線を示し，また濃く見える．核小

体とK：aryosomの区別として，水平22）は蒸溜水を浮

游液に加えてゆくと，核内のクロマチン網工は消失

し，核小体が明らかに認められるようになると記して

いる．また湯浅48）は，60。～90。Cの湯によって，染

色質は破壊されるが，核小体と核膜は長時間これに耐

えるとした．私も，これらの法によって区別したが，

蒸溜水の注入によって，核小体の膨化と共に，それが

より小なる穎粒よりなる像が得られた．核小体中に小

仁のあることは山羽45）や石沢14）も記載しており，ま

た水平22）が，ヒキガエルの脊髄神経節細胞の核小体　　．
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内に，2ないし3個のかなり大きな頼粒を認めている

が，私の上記所見も，これに一致するものと思われ

る．

　血管内皮細胞の核小体は，通常2個ないしは1個

で，時に3ないし4個認めた．このことは，佐藤鋤

が，1ないし3個，多くは2個認めたことに一致す
る．

　　b．漿膜被蓋細胞

　：Kollosow　27），須藤39），有馬1）などの示す如く，核

はほぼ円形ないし楕円形を示すものが多く，外形線は

平滑である．核の一部に陥凹を示すものは，殆んど認

めなかった．

　核内基質は，通常均質に見えるが，状況に応じ，微

細構造を示すことは，血管内皮細胞と同様である，

　核小体は，かなり明らかに認められ，佐藤鋤は，

1ないし3個，多くは2個認めたとしているが，私は

3ないし2個が多く，時に4ないし5個のものを認め

た．

　　c．両細胞間の差異

　形態的に，血管内皮細胞め核は，長楕円形ないし類

円形を示すが，漿膜被蓋細胞は円形に近く大きい．そ

の核膜は共に平滑であるが，血管内皮細胞においては

一部に陥凹を認めることがよくある．しかし，この部

に格別の構造は認め得なかった．核小体は，共に認め

たが，血管内皮細胞に多く2個，漿膜被蓋細胞では多

く3個とやや多く認めた．

結 論

　　a．血管内皮細胞

　主として，モルモット胸大動脈，下大静脈，門脈の

血管内皮細胞を，位相差顕微鏡にて観察し，次の所見

を得た．

　1．Blisterは，細胞の遊離縁からのみ発生する．

　2．いわゆる接合線は，・細胞の接合部に一致して存

在し，ヘマトキシリン線及び鍍銀による銀線と同一の

ものを示す．

・なお，Deckplatteに相当するものは見出されなか

った．

　3．細胞の結合は，面をもつてし，それは不定の厚

さを有し，なお各細胞辺縁が不定の幅に重なり合っ

て，いわゆる屋根瓦状配列を示す．このため，接合線

が上下二本に分離して見え，すなわち二重構造を見得

る．

　4．クエン酸ナトリウム及びヒスタミン液中に血管

をひたした場合，血管内皮細胞間の結合力は減退す

る．

　5，ミトコンドリアの原形は糸状であり，高張液に

おいてよくその原形を保つ．しかも，血管内に凝血が

存在しても，なおよく糸状を示す．

　時間の経過と共に，糸状より結節形成，短尺，穎粒

状化，膨化，中空球状化，融解，融合などの状を示

す．

　6．ゴルジ体は，確認できなかった．

　7，細胞形態は，長楕円形ないし不正多角形を示す

が，各血管においては，心臓に近づく程楕円形ないし

円形に近づく．

　8．核膜が，内外二板よりなる構造をうかがい得た．

　9．核小体を明視し得，それがより小なる穎粒より

成ることを見得た．

　　b．漿膜被蓋細胞

　主として，モルモット盲腸被蓋細胞を，位相差顕微

鏡で観察し，次の所見を得た．

　1，Blisterは，細胞の遊離縁からのみ発生するが，

時に．細胞膜とカバーグラスの間に多数存在するのを見

た．しかし，この例も，明視し得ぬ細胞間隙より発生

したものが，表面に集まったものと考えられる．

　2，いわゆる接合線は，細胞の接合部に一致して存

在し，ヘマトキシリン線及び鍍銀による銀線と同一の

ものを示す．

　3，細胞の結合は，面をもつてしているが，その厚

さも薄く，傾斜も急で，ために二重接合線を見るごと

は少ない．

　4。ミトコンドリアの原形は糸状であり，高張液に

おいてよくその原形を保つ．また10％フォルマリン

液，0．2％～2％オスミウム南画により，長糸状のミト

コンドリアを固定できる．

　5．ゴルジ体は，確認できなかった．

　6．核膜が，内外二板よりなる構造をうかがい得た．

　7．細胞の表面に，繊毛の存在する場合のあること

を認めた．

　　c．両細胞間における差異

　1．Blisterは，共に細胞辺縁より生ずるが，漿膜被

蓋細胞では，その細胞膜片と，カバーグラスの間に多

数存在する場合を見た．

　2，細胞の形態は，血管内皮細胞が小であり，また

厚く，個々に円柱状になる傾向がある．漿膜被蓋細胞

は，扁平非薄な形態を示す．

　3，細胞の接合面は，血管内皮細胞においては）深

く厚い上に，その辺縁が不定の幅に重なりあっている

ので，よく二重接合線を認める．

　漿膜被蓋細胞は，その傾向が少なく，接合面も浅

く，垂直に近い．
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　4．ミトコンドリアは，血管内皮細胞において，繊

細及び短小の傾きがある．

　5．血管内皮細胞には，その表面に繊毛の存在は認

めないが，漿膜被蓋細胞においては，時にその表面に

繊毛の存在するのを見た．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Through　a　morphological　study　by　mealls　of　a　phase　contrast　microscope，　endothelium　of

the　blood　vessels　and　serous　cells　of　the　intestines　of　guinea－pig（along　with　man，　rabbit

and　mouse）have　been　observed　in　their　living　form　and　regarding　the　efεects　caused　by

丘xativies　and　stains．

　The　following　results　were　obtained　in　the　cells；
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  1. Blister-formation was usually restricted to the free edges of cells.

  2. The original form of mitochondria was filiform, but it shows various deformation in

process of time.

  3. Golgi-body could not be recognized.

  4. What we call conjugation line was identified with connecting parts of cells and also

with hematoxylin or silver lines. '

  And, besides, about endothelium of the blocd vessels ;

  1. The conjugation of cells was seen as a roof tile pattern.

  2. The ability of conjugation of cells w'as decreased by the effects of sodium citrate and

histamine solutions.

  3. The form of cells, in comparison with serous cells of the intestines being irregular

polygonal and large, was oval ot irregular polygonal and small, and then the form of cells

became oval or round, as they approached the heart.

  4. No deck-plate could be found.

  Moreover about the serous cells of the intestines;

  1. Blister could sometimes be seen between cells and the cover glass.

  2. Conjugation parts of cells were a plane, but it was narrower than that of the endothe-

lium of the blood vessels and had steep inclination.

  3. Mitochondria, in comparison with that of endothelium of the blood vessels, was
more distinct, thicker and longer, and long filiform mitochondria could be fixed by 10%

formalin and O.2tNv2% osmic acid solutions.

  4. Cilia could be found on the surface of some cells.

                                                '
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1（羅羅液門鼎囎嬉50188M）

Blisterの1彌漫性型，両Blistefの接着部（も

ともとこの二つの細胞は分離している）’ ﾏ㍉

接合線と同じように見える．

2（モルモット，腸漿膜被蓋細胞　変質リンゲル氏液　pH．7．O　D．M　90×15）

多発せる局在型Blister及びそれらの遊離浮

游せる像，娘Blistefを有するものあり．

3（マウス，腸漿膜被蓋細胞5％重クロム酸カリ液　B．H）

腸詰様及びその他の局在型Blistef

4（マウス，腸漿膜被蓋細胞1．5％食：塩水　D．H）

カバーグラスと細胞の間に認めるBlister
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5（モルモット，胸大動脈内皮細胞5％ブドー糖液　B．H　90×10）

接合線が認められる．ミトコンドリアは穎粒

状を示す．

6儲・覇8オルマリン三流）

細胞は軽度の萎縮を来す他，余り著明な変化

を示していない．

7（回報溌b95％アルコール灌流）

収縮が著しい．接合線が太く明るく明瞭とな

る．核も輝きを増す．

8（撫イ繍1イン鉄ヘマトキシリ）

位相差法で認めた接合線に一致して，ヘマト

キシリン線を認める．
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9（モルモット，下大静脈内皮細胞0188M蘇糖液　B；：H、90×1α）

接合線を認めるピ

1・儲0三三三三）
接合線の明瞭化，核膜，その他穎粒の輝きが

増す．

11（麟18分にし三光したもの）

出現した銀線は⑨⑩において位相差法で認め

る接合線に一致している．

12（襯ヲ三三同胞9。×15）

二合線は方向性を示す・ミトコンドリアは結

節形成を示しながらも，みなり糸状のものが

多いL核膜明瞭，核内均質．
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13（モルモット，下大静脈内皮細胞10％フォルマリン液　D・M　90．×1う）

接合線が明瞭で方向性を示している．

14（モルモット，胸大動脈内皮細胞10％フォルマリン液B．H　90×10）

核の変形が著しい．接合線が太く幅の不同，

断続しているように見える．

巧（モルモット，下大静脈内皮細胞．（ぢ％ブドー糖液「9CC）十（輸血用クエン酸ナトリウム1cc）65分浸すB．H　90×10）

接合線を示しつつ連絡しあっている．

16（⑮に0渇5％硝酸銀液注入B．H：　90×10）

⑮の結合が外れている．
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17（モルモット，胸大動脈内皮細胞5％ブドー糖液　B・H　90x15）

、内皮細胞の間隙より脱出せんとする肥腓細胞．

18（命％弊轡灘内囎胞9。。15）

胃潰瘍にて，胃切除例．　　　　∵τ喫て：磐

繊細なミトコンドリアが集団性をもつて存在

する。

19

iモルモット，胸大動脈内皮細胞0．88M薦糖液封入後，蒸溜水灌流B．H　90x15）

核内に核小休を見，より小なる萎々になって

いるのが見られる．

2・（人，胃大網動脈内皮細胞20％ブド」糖液D．M　90x15）

巨大核で，変形が認められろ．胃潰瘍にて，

胃切除例．
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21（人，大腿静脈内皮細胞20％ブドニ糖液：B．H　90×15）

巨態内皮，輪状に核がある，特発憧脱疸にて

下肢切断例．

22（醐勇難永月灘騰購

接合線が深部にも見える．即ち，二重線が見

える．

23（モルモット，腸漿膜被蓋細胞5％ブド山糖液．B6H　90×10）

死後室温3時間放置例．

接合線が明瞭核の変形あり．一ミトコンドリ

アは割合長い．
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函儲禰糠細胞）

　接合線，ミトコンドリアが明

　視出来る．ミトコンドリアは

　息切の傾向がある．

25（砺購騨翻H9。。15）

細胞の表面に微細な小繊毛の密生を見ろ．

26（蒲蒼±議轡灘）
標本作製後8分．

糸状のミトコンドリアが見える．
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27・⑳後10分のもの．

28⑳後20分のもの．

かなり球状，穎粒状及びその他の変化を示し

ている．

・29’⑳後30分のもの．
　　　　　　　　　　も　　サ
殆んどが球状，頼粒状となる．

3・（襟娼蟻墜翻嬰15）

糸状のミトゴンドリアが固定されている．


